
202１11/12(金)～12/10（金）

第7回

主催　白河文化交流館コミネス（指定管理者NPO法人カルチャーネットワーク）、
　　　ハイスクール劇王実行委員会
後援　白河市、白河市教育委員会、福島民報社、福島民友新聞社、（一社）日本演出者協会、
　　 （一社）日本劇作家協会、福島県高等学校演劇連盟
協力　しらかわ演劇塾、劇団ユニット・ラビッツ

ハイスクール劇王は誰の手に！？
まずは応募だ！劇作だ！

ハイスクール劇王は誰の手に！？
まずは応募だ！劇作だ！

TEL



2021
12/10（金）

ハイスクール
劇王で上演

戯曲の提出
〆切(必着)

（　　学年）

休館日：火曜日（祝日を除く）※振替休館日あり年末年始休館あり

白河文化交流館コミネス事業課宛

2022
2/27（日）

第7回 ハイスクール劇王　短編戯曲申込書

・高校生またはそれに当たる年齢の方　※学校の枠を超えた申し込み可。例)A校とB校の合同チーム。
・劇作、演出、役者、舞台技術のすべてを高校生が担うこと。（劇作と演出に関する顧問等のアドバイスは不可）
・劇作家・役者が重複しない限り1団体から複数の応募も可能

１. 表紙（2部）作品タイトルと作者名を記載
２. 戯曲（2部）20分で上演可能な戯曲
　  ※ページ番号をつける
３. あらすじ（1部）250字以内
４. 紹介文（1部）50～100字※大会チラシ掲載用
５. 申込書（このチラシ1部）

①上演時間20分以内のオリジナル作品。
②出演者5名以内。
③照明、音響は参加団体で操作。
④3分以内で転換できる置き道具、持ち道具のみ使用可。

日本劇作家協会東海支部発祥で各地区に派生し、「天下統一」と題した全国大会やアジア大会まで発展した短編演劇大会
「劇王」の高校生版。高校生による主体的な創作活動の発展を理念に、脚本・演出・役者・舞台技術のすべてを高校生が
担うというルールで、福島県白河市では2014年から開催されている。審査員と観客の投票によって選ばれる「劇王」に
は白河市の工芸品による「優勝だるま」が贈られ、最も優れた高校生劇作家には「高校短編戯曲賞」が与えられる。

■劇王出場までの流れ

※新型コロナウイルス感染拡大状況により、当日の上演が困難だと参加者が判断した場合は映像での参加も可とします。

無料　※交通費補助がございます。詳細はお問合せ下さい。

※郵送でお申込み下さい。


